
 

 

１ アメリカ 

２ ヨーロッパ 

３ 資金 

４ インド 

５ 売れなく 

６ １９２９ 

７ ニューヨーク 

８ 大暴落 

９ 不景気 

10 銀行 

11 失業者 

12 世界恐慌 

13 輸出 

14 関東大震災 

15 1927 

16 預金 

17 金融恐慌 

18 昭和恐慌 

19 失業者 

20 切り下げ 

21 生糸 

22 養蚕業 

23 食事 

24 少女の身売り 

25 労働争議 

26 小作争議 

27 独占 

28 軍部 

29 浜口雄幸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１６ 世界恐慌と行き詰まる日本（２１４～２１５ｐ） 

 

 1920 年代に世界一の経済力を持つ国に成長した（１      ）は、イギ

リス、フランスなどの（２      ）に物資を輸出し、大戦後もヨーロッパ

の復興に（３     ）を貸して大きな利益を得ました。しかし、ヨーロッパ

諸国の生産が次第に回復し、（４       ）や中国で工業が発達してくると

アメリカの製品は（５       ）なってきました。 

 （６        ）年 10 月に、（７         ）で株価が 

（８       ）すると、アメリカの経済は一転して（９      ）に

なりました。工業生産は激減し、（１０     ）の倒産が相次いで街には 

（１１    ）があふれました。この不景気は、アメリカから資金を借りたり、

貿易をしたりしていたヨーロッパを始め世界各国に広がり、（１２     ）と

なりました。 

 第一次世界大戦後の日本は、ヨーロッパ諸国の経済が回復して（13    ）

が減り、また（14        ）の影響もあって、繰り返し不景気に見舞わ

れました。（15     ）年には、人々が銀行に殺到して（16    ）を引

き出したので銀行の休業や倒産が相次ぎました（17      ）。1930 年には

世界恐慌の影響が日本に及び、数年にわたって日本経済が大きな打撃を受けまし

た。これを(18       )といいます。 

 都市では、会社の倒産や生産の縮小によって(19      )があふれ、賃金

の（20      ）や不払いが起こり、就職できない人が相次ぎました。農村

ではアメリカへの（21      ）の輸出がとだえたため（22    ）が衰

退し、深刻な状況になりました。北海道や東北地方の人々は、例外が加わり作物

ができず、（23    ）もとれないほど深刻な苦しみを味わいました。これらの

地域では、借金のために行われた(24          )も問題になりました。

一方、生活の苦しさの解消を求めて（25       ）や(26      )も

激しさを増しました。このような中で資金に余裕のある財閥が市場を（27   ）

し、政党や（28    ）と結びついて政治への影響力を強めました。また、1930

年には（29       ）首相が東京駅で狙撃されるなど、政治家や経済人に

対する殺傷事件も起きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

説明しよう 

①アメリカで世界恐慌が起こったわけを、「ヨーロッパ」という言葉を使っ

て説明しよう。 

 

 

②北海道や東北の人々は昭和恐慌によってどんな生活になったのか説明

しよう。 



 

 

１ １９３３ 

２ ローズベルト 

３ 回復 

４ 生産量 

５ 価格 

６ ダム 

７ テネシー 

８ 公共事業 

９ 賃金 

10 ニューディール

政策 

11 植民地 

12 貿易 

13 高い税 

14 ブロック経済 

15 フランス 

16 自由貿易 

17 日本 

18 ドイツ 

19 レーニン 

20 スターリン 

21 社会主義 

22 重工業 

23 集団化 

24 社会主義 

25 5 か年計画 

26 賠償金 

27 失業者 

28 ヒトラー 

29 ナチ党 

30 １９３３ 

31 公共事業 

32 言論や表現 

33 ユダヤ人 

34 ファシズム 

 

 

 

 

 

１７ 欧米諸国が選択した道（２１６～２１７P） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜アメリカの対応＞ 

 （１        ）年から、（２        ）大統領が、積極的

に経済を調整する新しい政策をおこない、経済の（３    ）を図りまし

た。農産物や工業製品の（4      ）を制限し、（5    ）を調整

しました。また（6     ）建設に代表される、（７      ）川の

総合開発（TVA）などで（8          ）を起こしたり、労働者

の（9      ）を引き上げたりしました。これらの政策を 

（10              ）といいます。 

＜イギリス(ヨーロッパ)の対応＞ 

 本国と（11     ）や、関係の深い国や地域との（12    ）を盛

んにしようと、（13      (関税)）をかけて外国の商品をしめだす 

（14           ）が行われました。多くの（１１）をもつ 

（15      ）やアメリカもこの政策をとったため、（16     ）

が行われなくなりました。自国の経済回復を優先させたこの政策によって

（１１）が少ない（17     ）（18      ）イタリアなどは不満

をもち、国家間の対立を生むようになりました。 

＜ソビエト連邦の対応＞ 

 ソ連は、（19        ）の死後、（20         ）の独

裁体制となり、（21        ）政策のもと（22      ）を

中心とした工業化と、農業の（23       ）がすすめられました。

資本主義諸国が世界恐慌の対策に追われる中、（24        ）の

ソ連はその影響を受けずに、「（25         ）」とよばれた計画

経済により生産を増強し、アメリカに次ぐ工業国になりました。 

＜ドイツの対応＞ 

 第一次世界大戦の（26      ）と（27       ）の増大に

苦しむ中、（28       ）の率いる（29        ）が選挙で

支持を得て、（30      ）年に政権を握りました。（２８）は、 

(31         )を起こして失業者を減らし国民の人気を得る一方

で、他の政党を解散させ、国民から（32         ）の自由を奪っ

ていきました。またドイツ民族の優秀さをあおり、（33      ）を有

害と決めつけて迫害し、再軍備もすすめました。このような独裁体制を 

(34         )といいます。 

    

 



 

 

１ 孫文 

２ 蔣介石 

３ 南京 

４ 権益 

５ 南満州鉄道 

６ 満州 

７ 関東軍 

８ 柳条湖 

９ 満州 

10 満州事変 

11 許可 

12 一部 

13 内閣 

14 総辞職 

15 資源 

16 満州 

17 １９３２ 

18 満州国 

19 日本 

20 移住 

21 1932年5月15

日 

22 海軍 

23 首相官邸 

24 犬養毅 

25 議会政治 

26 軍部主導 

27 政党の党首 

28 軍人出身者 

29 武力侵略 

30 国際連盟 

31 １９３３ 

32 国際連盟脱退 

33 孤立 

34 1936年2月26

日 

35 二二六事件 

36 国民 

 

 

１８ 強まる軍部とおとろえる政党（２１８～２１９ｐ） 

 

 中国では、（１    ）の死後に中国国民党を率いた（２      ）が

1927 年に（３     ）に国民政府をつくり、翌 28 年に中国をほぼ統一しま

した。そうした中で、奪われた（4      ）をとりもどそうとする動きが強

まり、日本の権益の中心であった（5      ）に平行する鉄道を作る動きが

出てきました。これに対して「（６     ）」にいた軍隊（7       ）

は、1931 年 9 月に奉天郊外の（8        ）で南満州鉄道を爆破する事

件を起こしました。これを中国側が起こした事件として攻撃を始め、（9    ）

全体を占領しました。このことを（10           ）といいます。 

これは政府の(11      )を得ずに軍の（12    ）が起こした行動で

したが、不景気で人々の信頼を失っていた（13     ）は軍を押さえる力が

なく、（14      ）しました。新聞は満州事変を支持するキャンペーンを

し、民衆の中にも（15     ）の豊かな（16     ）を支配することで

不景気を解決しようとする考えが強まりました。 

（17      ）年 3 月、日本は「（18       ）」をつくり、清の最

後の皇帝であった溥儀を元首としました。しかし（１８）の実権は

（19      ）が握っており、産業も支配していました。そして、不景気が

続く日本の農村から（１８）への（20     ）を進めていきました。 

（21     年   月    日）、（22    ）の青年将校らが 

（23       ）を襲い、（24      ）首相を殺害しました。（２４）

は軍部の行動をある程度容認していましたが、（25       ）を守ろうと

したため、より（26       ）の政治を求めた青年将校に暗殺されたので

す。この事件以降、（27        ）が首相にならず、（28       ）

主導の内閣が多くなり、政党政治がとだえました。 

 中国は、満州事変や（18）の建国は日本の（29      ）として 

(30         )に訴えました。（３０）は調査をしたうえで満州国を承認

せず、日本の軍隊の引き揚げを勧告しました。しかし、日本政府は勧告に反発し

て(31        )年に（32           ）を通告し、日本は国

際的に（33      ）を深めました。このような状況を軍部中心の政治で乗

り切ろうという動きがますます強まり、（34     年   月   日）に、

陸軍の将校が首相官邸を襲い、大臣を殺傷する事件が起こりました。これを 

（35      ）といい、鎮圧はされたものの軍部の発言力は強まり、政府や

（36     ）は反対できなくなってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

満州国を作ることが、日本にとってどのような利益があるのか簡単に説明し

なさい。 



 

 

１ 脱退 

２ 孤立 

３ ドイツ 

４ 日独防共協定 

５ アメリカ 

６ イギリス 

７ 満州 

８ 中国北部 

９ １９３７ 

10 北京 

11 盧溝橋 

12 盧溝橋事件 

13 日中戦争 

14 南京 

15 民間人 

16 南京事件 

17 毛沢東 

18 国民政府 

19 日本 

20 抗日民族統一戦

線 

21 都市 

22 鉄道 

23 重慶 

24 アメリカ 

25 ソ連 

26 近衛文麿 

27 挙国一致 

28 戦争 

29 軍事費 

30 国家総動員法 

31 強制的 

32 大政翼賛会 

33 治安維持法 

34 代用品 

35 配給制 

36 国民学校初等科 

 

 

 

19 戦争に突き進む日本 

 

 日本は国際連盟を（１     ）し、軍縮条約を破棄してさらに（２   ）

を深めると、同じように国際連盟を脱退した（3     ）に接近して 1936 年

に（4       ）を結び、（5       ）や（６       ）との

対立を深めていきました。また（７   ）にとどまらず、（8      ）に

も軍隊を進めていきました。 

 （9      ）年 7 月、（10     ）郊外の（11      ）で日

中両軍が衝突した（12       ）をきっかけに、(13      )が始ま

りました。日本軍は中国南部からも侵攻し、上海や首都であった（14    ）

を占領しました。(14)では兵士だけでなく、多くの（15     ）が殺害され

ました（16       ）。 

 日本による侵攻が進む中、中国では（17       ）率いる中国共産党が

力をつけ、蔣介石率いる（18        ）との内戦が続いていました。し

かし、共同して（19    ）と戦うために対立を一時的にやめ、1937 年に 

（20          ）をつくりました。日本軍は中国を占領していきまし

たが、それは（21     ）と（22     ）という部分的な支配にすぎま

せんでした。国民政府は首都を南京から、漢口、さらに奥地の（23    ）へ

と移し、（24      ）、イギリス、（25      ）の支援を受けて抵抗

を続けたため、戦争は長期戦となっていきました。 

 日中戦争のなかで、（26        ）内閣は「(27        )」

を目標として国民精神総動員運動をすすめて、すべての国民を（28      ）

に向かわせ、国の予算の大部分を（29      ）に充てるようにしました。

また、国民や物資を優先して（２８）に回そうと、1938 年に（30       ）

を定めました。この法律によって、国民を（31      ）に軍需工場で働か

せることができるようになりました。 

 政党は軍部に対する抵抗をやめ、1940 年に（32          ）に合

流して解散していきました。労働組合や自由な政治活動は（33       ）

によって取り締まられ、自由な言論活動はできなくなりました。 

 生活に必要な物資が不足してくると、ぜいたくが禁止され、質の悪い 

（34       ）が現れたり、購入が（35     ）されたりしました。 

(35     )が始まり、1940 年にはマッチと砂糖、1941 年は米までもが配

給制となり、自由に購入できなくなりました。学校制度も変更され、現在の小学

校に当たる尋常小学校は、（36          ）となり、軍事教育が強化さ

れました。 

 

 

 

 

 

 

 

日本と中国との戦争が長引いた理由を説明してみよう。 



 

 

1 ヒトラー 

2 オーストリア 

3 チェコスロバキ

ア 

4 １９３９ 

5 ソ連 

6 独ソ不可侵条約 

7 ベルサイユ条約 

8 ポーランド 

9 イギリス 

10 フランス 

11 第二次世界大戦 

12 ファシズム 

13 反ファシズム 

14 ドイツ 

15 パリ 

16 フランス 

17 イタリア 

18 バルカン 

19 独ソ不可侵条約 

20 ユダヤ 

21 アウシュビッツ 

22 数百万 

23 レジスタンス 

24 1940 

25 日独伊三国同盟 

26 ヨーロッパ 

27 アジア 

28 枢軸国 

29 ローズベルト 

30 チャーチル 

31 大西洋憲章 

32 連合国 

33 日ソ中立条約 

34 石油 

35 ABCD 包囲網 

36 満州事変 

 

 

 

２０ 第二次世界大戦の道（２２４～２２５ｐ） 

 

 （１      ）を指導者とするドイツは領土の拡大を進め、（２    ）

や（３         ）の一部を併合しました。そして、（４     ）年

には、それまで対立していた（5    ）と（6           ）を結

んだ後に、（7         ）の取り決めによって失った領土の回復を理由

に、（8      ）の侵攻を開始しました。それまで（５）を警戒してドイツ

の要求をある程度認めてきた（９      ）や（10      ）は（８）

との同盟を理由にドイツに宣戦布告し、（１１       ）が始まりました。

第二次世界大戦の背景には、ドイツなどの（12        ）諸国と、イギ

リスなどの（13        ）諸国の対立がありました。 

 ポーランドをおさえた（14     ）は、（15    ）を占領し、 

(16      )を降伏させました。こうした中、（17     ）もドイツ側

について参戦しました。ドイツはさらに（18     ）半島も征服してヨーロ

ッパの大部分を支配し、（19          ）を破って突然ソ連に侵攻し

ました。そして、ヨーロッパ各地で（20     ）人をとらえて、 

（21       ）などの収容所へ送り、（22     ）人の命をうばいま

した。ドイツ軍の動きに対して協力する人もいましたが、各地で抵抗運動 

（23      ）が広がりました。 

 日本は、（24     ）年にドイツ・イタリアと（25        ）を

結びました。この同盟の目的は、ドイツとイタリアが（26      ）で、日

本が（27     ）で指導的な地位につくために協力しあうことでした。これ

らの国々を（28     ）といいます、これに対して、アメリカの 

（29        ）大統領は、イギリスの（30      ）首相とともに

1941 年に（31        ）を発表し、民主主義を守り、領土の拡張や変

更を否定する考えを示しました。この考えに賛同した国を（32     ）とい

います。 

 こうした動きの中で、日本とアメリカは戦争回避の動きをしていました。しか

し、1941 年 4 月にソ連と（33        ）を結び、北方の安全を確保し

たうえで、7 月には（34    ）などの資源を求めて東南アジアに進出しまし

た。日本への（34）や鉄の輸出を制限し、イギリスやオランダと協力してアメリ

カは日本を経済的に孤立させようとしました。（35          ）。加え

てアメリカは中国を（36      ）以前に戻すように求めたため交渉は決裂

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本は、第二次世界大戦の中で、どの国と手を結び、どの国と対立するよう

になったでしょうか。一文で説明しなさい。 

 



 

 

１ １９４１ 

２ 日本軍 

３ イギリス 

４ マレー半島 

５ 真珠湾 

６ アメリカ 

７ イギリス 

８ 太平洋戦争 

９ 勝ち進み 

10 植民地 

11 独立 

12 大東亜共栄圏 

13 取り立てたり 

14 日本語教育 

15 抗日運動 

16 満州 

17 中国人 

18 小作人 

19 開拓団の村 

20 下に見る 

21 朝鮮 

22 台湾 

23 皇民化政策 

24 国語 

25 禁止 

26 敬礼 

27 神社 

28 創氏改名 

29 労働力 

30 炭坑や鉱山 

31 マスメディア 

32 戦争批判 

33 言論統制 

34 正確な情報 

35 正しい戦争 

36 戦争 

 

 

 

 

２１ 太平洋戦争と植民地支配の変化（２２６～２２７P、２２９ｐ） 

 

 （１     ）年 12 月 8 日、（２     ）は（3     ）領であっ

た（4        ）に上陸する一方、ハワイの（5      ）にあるア

メリカ軍基地を攻撃しました。日本は、（6       ）・（7      ）に

宣戦布告し、（8        ）が始まりました。 

 日本軍は初めは（9     ）、シンガポールやインドネシア、フィリピン、

ミャンマーなどを占領しました。日本は欧米諸国の（10    ）であったこれ

らの地域を欧米の支配から「(11      )」し、日本を指導者としてアジア

の民族だけで栄えていこうとする「（12          ）」の建設を唱え、

アジアの人々もそれを期待しました。 

 しかし、日本軍は物資や食料を強制的に（13         ）、軍の命令に

従わない人を厳しく処罰しました。また、（14         ）の政策を推し

進め現地の言葉を軽んじたので、これらの地域でも（15    ）が起きました。 

 （16      ）では日本の農村から移住した移民によって農業が営まれて

いました。しかし、その大部分は（17      ）から安く買い上げたもので

した。土地を失った（１７）は日本人の（18     ）になるものもいました。

不満をもった（１７）は、日本の（19        ）を襲うなどの抗日運動

を展開しました。満州にいた日本人の中に、日本人以外の民族を（20    ）

人々がいたことも中国人の抗日意識を高めました。 

 戦争が進行する中で、総力戦に備えて、植民地の（21   ）や（22   ）

の人々を皇国臣民にする「（23         ）」が行われました。学校では

（24     ）として日本語が教えられ、朝鮮語や中国語の使用が（25   ）

されました。皇居に向かっての（26   ）や教育勅語の奉読、（27    ）

への参拝が強制されました。朝鮮では名字を日本式に変えさせられる 

(28        )が行われ、家族制度を変えられました。そして戦争によっ

て日本国内の（29      ）が不足すると、企業などで半ば強引に割り当て

を決めて朝鮮人や中国人を集め、日本各地の（30      ）に連れて行き、

低賃金で厳しい仕事につかせました。 

 戦争中、新聞、雑誌、ラジオ放送などの（31         ）は、 

(32      )や反対の声を上げず、むしろ政府の(33      )を受けて

戦争をあおるようになりました。多くの国民は（34       ）を知らされ

ず、「（35     ）」の勝利を信じました。国民の戦意を高めるため、多くのス

ローガン「ぜいたくは敵だ」「欲しがりません、勝つまでは」「撃ちしてやまぬ」

「鬼畜米英」「ガソリン一滴、血の一滴」などが出され、映画や歌謡曲も 

（36     ）と結びつけられました。 

 

 

 

 

 

 

日本が東南アジアや満州に進出することで、現地の人々はどのようになって

いったか、1 文で表そう。 



 

 

１ １９４２ 

２ ミッドウエー 

３ ガタルカナル 

４ 連合国側 

５ サイパン 

６ 東条英機 

７ 日本本土 

８ 爆撃 

９ 軍需工場 

10 勤労動員 

11 学徒動員 

12 本土空襲 

13 学童疎開 

14 東京 

15 4 月 

16 アメリカ軍 

17 連合国側 

18 ソ連 

19 ムッソリーニ 

20 アメリカ・イギ

リス 

21 ノルマンディー 

22 ドイツ軍 

23 １９４５ 

24 ヒトラー 

25 ヤルタ 

26 対日参戦 

27 千島 

28 中国 

29 ポツダム宣言 

30 黙殺 

31 早期終結 

32 ソ連 

33 原子爆弾 

34 8 月 6 日 

35 8 月 9 日 

36 １４ 

37 日ソ中立条約 

38 玉音放送 

 

２２ 戦局の悪化と敗戦（２２８，２２９，２３２ｐ） 

 

 （１      ）年 6 月の（２       ）の敗北以後、日本の戦局は

悪化しました。翌４3 年 2 月、南太平洋の（３         ）の戦いに負

けて撤退し、戦争の主導権を完全に（4       ）に奪われました。1944

年 7 月には太平洋の（5      ）がアメリカによって占領され、 

（6        ）内閣は総辞職しました。（５）を基地として（7     ）

への（8        ）も始まり、東南アジアからの物資もとだえがちでした。 

 戦局が悪化すると、中学生や女学生も勉強を中断して、（9       ）で

働くようになりました（10      ）。それまで徴兵されなかった大学生も

戦場に駆り出されました（1１      ）。1944 年になると、アメリカ軍に

よる（12       ）が激しくなり、多くの小学生が農村へ集団で疎開され

ました（13        ）。1945 年 3 月には（14    ）も空襲を受け

て 10 万人が犠牲になり、（15    ）には沖縄に（16       ）が上

陸し、民間人を巻き込んだ戦闘が行われました。 

 ヨーロッパ戦線でも、（17      ）が反撃をはじめました。1943 年 2 月

（18      ）は攻め込んできたドイツ軍を撃退しました。9 月にはイタリ

アで（19         ）が失脚して降伏しました。1944 年には、 

（20     ・     ）軍が北フランスの（21       ）に上陸し、

パリを（22      ）から解放しました。そして（23      ）年 4 月、

ドイツでは（24     ）が自殺して、5 月に降伏しました。連合国軍はソ連

の（25     ）で会談を行い、ソ連の（26         ）と、その見

返りに（27     ）を譲る密約を結びました。さらに 7 月のドイツのポツダ

ムで会議を行い、アメリカ、イギリス、（28      ）の名前で 

(29       )を出しました。 

 日本はこれ（２９）に対し（30     ）しました。アメリカは、戦争の

(31      )とともに、(32     )に対して優位に立つために、 

(33       )の投下を決定。（34   月    日）に広島へ、 

（35   月   日）に長崎へそれぞれ投下しました。広島では（36    ）

万人の、長崎では 7 万人が犠牲になりました。 

 そして 8 月 8 日、ソ連は密約をもとに（３７      ）を破り、（37  ）

や南樺太を占領しました。このままでは天皇制を維持できないと見た政府はポツ

ダム宣言の受諾を決め、8 月 15 日、（38      ）でこの決定を知らせまし

た。 

                                                                  

 

 

 

 

 

 

 

太平洋戦争は日本にどのような結果をもたらしたか、簡単にまとめ、１文で表そ

う 


